
Wednesday, 10 December 2025 19:00
19:00 開演 TOPPAN HALL

全席指定 14,000円／U-25 7,000円  発売：8月6日水   ［会員：8月2日土］

× piano

piano

藤田真
央
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シューベルト：創作主題による8つの変奏曲
変イ長調 D813

Schubert: Acht Variationen über ein Original-Thema
As-Dur D813

シューマン：アンダンテと変奏曲
変ロ長調 Op.46

Schumann: Andante und Variationen B-Dur Op.46

ラヴェル：ラ・ヴァルス
Ravel: La valse

ブゾーニ：モーツァルト《ピアノ協奏曲第19番》の
終曲による協奏的小二重奏曲
Busoni: Duettino concertante

nach dem Finale aus
Mozarts Klavierkonzert Nr.19

 
ラフマニノフ：交響的舞曲 Op.45

Rachmaninov: Symphonic Dances Op.45
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※会員先行で完売した場合、一般販売は行いません。
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Ⅰ

師弟を超え、鮮烈にぶつかり合う個性
　　　　　閃きとヴィルトゥオジティが交差する

　藤田真央。繊細、ヴィヴィッドにして、自在な軽やかさが愉しい音楽の中に、時に魂の深みへと肉

薄するパッセージを織り交ぜ聴き手の心を揺り動かす唯一無二のピアニズムと、持ちまえのチャーミ

ングな人柄で、瞬く間に人々の心を鷲掴みにしては決して離さないピアニスト。音楽ファンのみなら

ずあまたの音楽家をも魅了し、いまや広く世界から共演のオファーが絶えない、日本を代表するピア

ニストのひとりへと成長を遂げました。10代から数々のコンクールで目覚ましい成績を残すかたわ

ら、自らが目指す音楽、そして音楽家としての理想の在り方を探求し、充実の時を迎える今なお、キ

リル・ゲルシュタインのもとドイツにて研鑽を積み、音楽性の深耕に余念がありません。

　TOPPANホールには、2016年、いまだ知る人ぞ知る天才少年だったころに〈ランチタイムコンサー

ト〉で初出演。3度目の登場となるはずだった21年、ゲルシュタインとのデュオが予定されていまし

たが、コロナ禍の制約のなかで半ば国境が閉ざされ、ヴァイオリンの辻彩奈とチェロの佐藤晴真を迎

えたトリオに変更となりました。それから4年。音楽家としての存在感がますます高まり、押しも押

されもせぬトップアーティストへと変貌した藤田が、師であり、また音楽家としての先輩でもあり、

そしていまでは対等な音楽的パートナーともいえるキリルとの共演に、改めて挑みます。

　互いの存在を慈しむかのようなシューベルトの親密な連弾で幕を開け、《ラ・ヴァルス》の悪魔的

な喧騒、ブゾーニによる軽やかな小品などを経て、ラフマニノフの命の煌めきが熱狂的な幕切れへと

疾走する《交響的舞曲》へ。ピアノ・デュオのために書かれた個性豊かな作品たちが並ぶプログラム

は、確かな相性と絆を誇るふたりの名手にピッタリです。クラシックをベースに、ジャズの素養も豊

かなゲルシュタインと、日進月歩で進化する藤田真央が織りなす一夜のセッション。鍵盤をはさんだ

細やかなやりとりを、つぶさに感じ取ることのできるTOPPANホールの空間で、彼らがどんなマジッ

クをみせてくれるのか。期待が高まるばかりです。
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